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笑顔が元気の源



　「1、2、3、4、5」。介護予防ゴム体操をする方々の元気の良い掛け声が、部屋中に響き渡ります。河内自治会館で定期的に開催している、高齢者を対象にした健康教室では毎回、参加者の笑顔があふれています。

　市では、高齢者が住み慣れた地域で生き生きと毎日を過ごせるように、介護予防と見守り活動に力を入れています。




詳しくは次ページへ






[image: 地域で広げる見守りの輪]


5年後には3割が高齢者

　平成25年1月1日現在の市の高齢化率（65歳以上の高齢者人口の割合）は23.0パーセントで、5年前と比較すると3.4ポイント増えています。さらに、5年後の平成30年には30.0パーセントになる見込みです。また、75歳以上の一人住まいの高齢者も年々増加傾向にあり、平成24年8月1日現在、2,734人に上ります。



　高齢化が進む中、高齢者やその家族が安心して暮らしていくためには、地域での支え合いが欠かせません。市は高齢者の見守りを強化するため、4月から「お話し見守り歩数計（ひらつかミルック）」「高齢者在宅時緊急通報システム」「はいかいSOS見守りGPS」という見守り機器の貸し出しを始めました。

　地域での取り組みと、見守り事業を紹介します。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




高齢者の見守り活動は今…


　田村・横内・大神地区の高齢者の生活支援窓口である高齢者よろず相談センター「サンレジデンス湘南」。

　センター長の鈴木剛さん（次写真）は「市のほかの地区と同様に、住民の高齢化が進んでいます」と指摘します。特に、約1500世帯ある横内団地は、住民の高齢化率が50パーセントを越え、高齢者の一人住まいが増えています。年を取ると、元気な方でも何かの拍子に転んでしまったり、突然体調を崩して入院してしまったりといったケースがよくあります。「地域の見守りの必要性を日々、感じています」と語ります。




[image: 鈴木剛さん写真]



鈴木 剛　サンレジデンス湘南地域包括支援センター長







新たな試みへ期待

　本年度から始まった見守り事業。鈴木さんが地域で見守り機器（詳細は後述の「3つの見守り事業を紹介」コーナーにて）を紹介すると、興味を示す方が数多くいるそうです。「いざというときの安心のために利用したい、という声をたくさんいただきました」。今後は、自治会や地区社会福祉協議会、民生委員児童委員などと協力して、多くの方に見守り機器の存在を知っていただき利用してほしいと意気込みます。




連携が何より重要

　センターでは、認知症予防を目的に月に1回、歌を歌ったり外出したりするサロンや、運動をするサロンを地域団体と協働して開いています。「引きこもり防止にもなっているんですよ」と、鈴木さんは説明します。

　またセンターは、高齢者本人からだけでなく、介護や虐待防止など、周囲の方から相談を受け付ける機関でもあります。「ご本人も周りの方も、高齢者よろず相談センター（次コーナーで詳細）や民生委員児童委員のような身近な相談先を活用してほしいです」と、鈴木さんは話します。

　その一方で、地域福祉を担う関係者の間で懸念されているのが、地域とのつながりに抵抗を示す高齢者がいることです。そのような方には本人の気持ちをくみ取りつつ、どのようにアプローチしていくかが、課題となっています。「生活していて、何か不安なことがあれば、遠慮なく相談してほしい。今後も、高齢者を見守っていく体制づくりを地域団体と連携して進めていきたい」と力を込めます。




市の取り組み

　超高齢社会を迎え、市は高齢者の見守りや介護予防の充実など、新たな取り組みを進めています。市高齢福祉課の大木潔課長代理は「見守り機器は、あくまでも地域での見守り活動を補完するものです」と説明します。

　「高齢者の皆さんには、慣れ親しんだ平塚で、毎日の生活を楽しんでいただきたいです。地域で、高齢者を見守る体制をつくりながら、健康教室などの介護予防事業を充実させていきます」




気軽に相談できます　高齢者よろず相談センター


　高齢者の生活を総合的に支援する窓口・地域包括支援センター。市では「高齢者よろず相談センター」と名付けています。地域の高齢者福祉の拠点として、高齢者本人からだけでなく、家族や近隣に暮らす方々からも、高齢者に関する相談を受け付けています。

　悩みが深刻になる前に、気軽にご相談ください。相談は無料です。

[image: 相談センターイラスト]




専門の担当者がお手伝い

　保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャーが、問題解決のためのお手伝いをします。




担当のセンターは

市内8カ所、地区ごとにセンターがあります。

[image: 相談センター一覧]
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　体の状態や生活の状況などにより、各サービスを利用できるか判断します。①②は、市内在住の65歳以上の方を対象にしたサービスです。申請窓口は、各地区の高齢者よろず相談センターまたは主任ケアマネジャーです。

　詳しくは、高齢福祉課　電話：0463-21-8778 までお問い合わせください。



①健康維持と見守りを両立させたい高齢者の方へ
　お話し見守り歩数計（ひらつかミルック）



一人暮らしの高齢者のための多機能付き歩数計です。

見守りが必要な単身高齢者の方。月額400円、非課税世帯200円。




体験ひらつかミルック

　市内在住の浜田勝さん（78歳）に、ひらつかミルックの一部機能を体験し、検証していただきました。

※カッコ内は実際に歩いた歩数です。

[image: ひらつかミルック]




出発　平塚市役所南附属庁舎高齢福祉課（0歩）

午前10時　高齢福祉課職員から、ひらつかミルックの取り扱い方法について説明を受ける。

　ひらつかミルックを持って、市役所周辺の散歩へ。

「歩数計以外にも、さまざまな機能があるんですね」



【機能1】

歩数計…ポケットに入れるだけで、歩数をカウントします。コンパクトサイズで、防水機能も付いています。

[image: ひらつかミルックの説明を受ける浜田さん]





八幡山公園（591歩）

午前10時15分　八幡山公園にある洋館へ。（検証）ひらつかミルックに登録されている 「健康相談センター」 に電話を掛けて、健康相談。

「血圧が高めなので体調が気になるときには、相談します」



【機能2】

健康相談センター…専門の看護師らが健康相談に応じます。通話は無料です。

[image: 散歩をする浜田さん]



[image: ひらつかミルック健康相談センター通話機能]





紅谷町まちかど広場（1,657歩）

午前10時35分　（検証）高齢福祉課職員からひらつかミルックに電話が入り、現在地を報告。

「歩数計と電話の2つの機能があるのがいいですね」



【機能3】

相手先限定通話…あらかじめ登録した相手とだけ通話できます。登録していない電話は受け付けません。不審者からの電話を防止でき安心です。発信は消防・救急・警察などへの通報を除き健康相談センターだけ。着信は10件まで登録できます。

[image: 電話をする浜田さん]






到着　平塚市役所南附属庁舎高齢福祉課（3,122歩）

午前11時　（検証）緊急ブザーを試験。数分後、見守りセンターから、安否を確認する連絡が入る。



【機能4】

緊急ブザー…ひらつかミルックのストラップを引っ張るとブザーが鳴り響き、GPS機能で位置情報を見守りセンターに通知します。

「ブザーの音が特徴的なので、近所の人にも教えておけば緊急時のサイレンとして役立てそうです」

[image: ひらつかミルック緊急ブザー]






帰宅

【機能5】

見守りセンサー　帰宅したら、ひらつかミルックを充電用の卓上ホルダーに差し込みます。これで見守りセンサーが人の動きを感知し、見守りが始まります。

◆利用してみて

　「便利な機能がたくさんあることが分かりました。毎日の歩数を記録することで、健康管理に役立ちそうです」






②持病による発作などを心配する高齢者の方へ
　高齢者在宅時緊急通報システム


　緊急時など、機器に取り付けられているボタンを押すだけで簡単に通報できるシステムです。

　「相談ボタン」と「緊急ボタン」の2種類があり、「あんしんセンター」の看護師や相談員につながります。緊急時には、家族などの協力員に連絡します。また、在宅時の人の動きを検知するセンサーや鍵ホルダーによる安否確認機能もあります。単身または高齢者だけの世帯。月額400円。




◆そこにある安心感

　「毎月、あんしんセンターから安否を確認する電話も入るので、見守られているという安心感があります」と笑顔で語る成瀬和子さん（89歳）。「相談ボタン機能で、あんしんセンターの方に、病院を紹介してもらったこともあるんですよ。親切に対応していただきました。利用料も月額400円で、大きな負担にはなりません」と効果を強調します。

[image: 成瀬和子さん]




③認知症の高齢者がいる家族の方へ
　はいかいSOS見守りGPS


　徘徊（はいかい）の恐れがある高齢者の現在地を、GPS（衛星利用測位システム）機能により検索できます。

　行方不明などで捜索が必要となった場合、家族らが「見守りセンター」に依頼すると、高齢者が携帯する「はいかいSOS見守りGPS」を検索することで居場所が特定されます。手のひらサイズで、持ち運びにも便利です。月額300円、非課税世帯150円。




◆モニターとして利用した厚木市在住の男性

　「平塚市内に住む高齢の父親が、認知症を患っているため、徘徊をして行方不明になったことがあります。今回、はいかいSOS見守りGPSを利用したことで、父親の行動パターンをある程度把握できました。認知症の高齢者がいる家庭にとっては、このようなサービスがあることで安心につながります」

[image: はいかいSOS見守りGPS]



私たちも見守ります


　市は5月7日、中栄信用金庫と「地域の見守り活動に関する協定」を締結しました。同協定は平成22年12月1日の平塚地区新聞販売組合、平成25年2月26日の平塚信用金庫に次ぐ、3番目の締結となります。

　見守り活動は、市民のプライバシーに配慮しながら、巡回業務や窓口業務などの際に実施しています。地域で孤立しがちな高齢者・障がい者や、児童らの異変に気付いたときは、市などへ情報提供します。

　中栄信用金庫の石田進理事長（次写真右）は「地域金融機関として、地域に少しでも貢献できることはないか、という思いがあった。住民の方々が生き生きと生活できるまちづくりに向けて、今後も協力していきたい」と力強く語りました。



[image: 協定締結式]



5月7日に行われた協定締結式




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、5月20日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


行政改革推進委員


　平塚市行政改革大綱の策定や実施計画の推進などを審議します。

　2人（選考）。任期は7月1日から3年間。次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②7月1日時点で高校生を除く18～75歳③平日に年数回開く会議に出席できる④市の他の審議会などの委員でない、など。

募：本庁舎3階の企画政策課　電話：0463-21-8797や市ウェブなどにある申込書を、6月17日（月）までに本人が直接、同課へ。



教育委員会の嘱託員


　栄養士1人。

　勤務日数は週4日、月額賃金は15万2500円（予定）。採用予定日は7月1日。雇用は平成26年3月31日まで。更新する場合もあります。試験は6月4日（火）。

募：豊原分庁舎1号館2階の教育総務課　電話：0463-35-8113や市ウェブなどにある受験申込書を、5月24日（金）までに本人が直接、同課へ。



市営住宅の入居者


　入居予定日は10月1日（火）。戸数は、変更する場合があります。抽選。

　次の条件を全て満たす方。①20歳以上または既婚②夫婦や親子主体の家族③市内に1年以上在住④収入が基準以内⑤住宅困窮理由が市の条件に該当している⑥市税などの滞納がない⑦申込者または同居しようとする親族が暴力団員でない。高齢者世帯用は①～⑦に加え、申込者が65歳以上で、同居者が60歳以上または配偶者が50歳以上の2人世帯。単身世帯用は②を除く。優遇枠は、母子または父子世帯・老人世帯・障がい者世帯など。

一般世帯用（2人以上）　東中原6戸（うち優遇枠2戸）、龍城ケ丘5戸（うち優遇枠2戸）、田村宮の前3戸、虹ケ浜・虹ケ浜西・万田貝塚、各1戸。

高齢者世帯用（2人用）　公所谷戸・コンフォール平塚、各1戸。

単身世帯用　東中原9戸、万田貝塚1戸。

募：5月17日（金）から、本庁舎1階案内窓口や公民館、駅前市民窓口センターなどで募集のしおりを配ります。その中にある申込書を直接、6月5日（水）～7日（金）に南附属庁舎2階E会議室へ。詳しくは東急コミュニティー平塚市営住宅サービスセンター　電話：0463-74-4005または建築住宅課　電話：0463-21-8784へ。




市民アカデミー講座


　中央公民館。高校生を除く18歳以上の方、各40人（抽選・市内在住の方優先）。

①エンディングノートの「い・ろ・は」　6月28日～9月3日の火・水・金曜日、全6回、午後2時～3時30分。550円。

②病を知る　生活の中でできる予防　6月26日～8月21日の隔週水曜日、全5回、午後3時～4時15分。300円。

③発掘で明らかになった古代エジプト文明　6月29日～9月6日の金・土曜日、全6回、午後2時～3時30分。300円。

募：講座名（はがき1枚につき1講座・②の特定回のみに参加する方は希望日も）・必要事項を、はがきまたは直接、6月10日（月）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。




16ミリ映写機の操作講習会


　6月15日（土）午前9時～午後4時30分。中央図書館。市内在住・在勤・在学の方20人（先着順）。筆記用具・昼食。500円。

募：5月24日（金）午前9時から、中央図書館　電話：0463-31-0415へ。




読み語り教室


　絵本などの読み語りを学ぶ、初心者向けのコースです。

　6月14日～28日の金曜日、全3回、午前10時～正午（14日は午前11時20分まで）。青少年会館。市内在住で全日程に参加できる方20人（抽選・初めての方を優先）。

募：教室名・必要事項・この講座の参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、6月6日（木）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年会館内の青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。




再生家具の提供


　粗大ごみの中から、再利用できる家具を修理し提供します。修理費程度の負担があります。品名などの詳細は、市ウェブでも確認できます。50個程度（抽選）。1人1点。

募：6月1日（土）～10日（月）、午前9時～午後4時（10日は正午まで）に現物を確認の上、四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301にある申込書を直接、同プラザへ。




江戸の切り紙「もんきり」でつくる七夕飾り講座


　和紙と型紙で、色とりどりの文様を作り、それを貼り込んで七夕飾りを作ります。

　6月23日（日）29日（土）・30日（日）の全3回、午後1時30分～4時30分。美術館。中学生以上の方15人（抽選）。1200円。

募：講座名・実施日時・必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレスを、はがき・ファクス・メールで、6月6日（木）までに、美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ。メールはタイトルを「ワークショップ応募」に。




神奈川建築コンクール


　デザインなどが優れている建築物を審査・表彰します。

　県内で平成22年5月28日～25年5月31日に完成し、建築基準法に基づく検査済証を受けている建築物など。

募：6月3日（月）～21日（金）に、建築指導課　電話：0463-21-9731へ。




生きがい事業団　フラワーアレンジメント教室


　6月13日（木）午前10時～正午。生きがい事業団。12人（抽選）。はさみ。1500円。

募：必要事項・年齢を往復はがきで、5月31日（金）までに、〒254-0073西八幡1-3-2-2生きがい事業団　電話：0463-33-2335へ。




里山体験ワークショップ


　ハイキングやヒガンバナの植栽、散策路の整備をします。

　6月16日（日）午後0時30分～6時。雨天決行。吉沢公民館（上吉沢395）集合。タオル・保険証の写し・雨具。作業ができる服装・靴・帽子。小学生以下は保護者同伴で。300円。

募：必要事項・年齢を、電話・ファクスで、6月10日（月）までに、湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化に向けた協議会　電話：0463-58-4179（月・水・金曜日の午前9時～午後5時）　FAX：58-4326へ。




パソコン講座


　就職に役立つ基本的なパソコン技術を習得しませんか。

　6月7日（金）～9日（日）、午前9時30分～午後5時。勤労会館。市内や近隣市町村に在住で、就労を希望する15～39歳の方15人（先着順）。

　事前説明会は3日（月）午後1時～3時。県西部地域若者サポートステーション（小田原市城山1-6-32）。

募：5月17日（金）から電話で、県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。




東海大学の市民向け講座


　東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。先着順。

水彩画「人物画」を描こう　6月1日～15日の土曜日、全3回、午後1時～4時。15人。8000円（中学生・高校生は4000円）。

コンピューターミュージック　6月1日～29日の土曜日、全5回、午後1時～3時。20人。1万2000円（中学生・高校生は6000円）。

募：必要事項を、電話またはファクスで、東海大学エクステンションセンター　電話：03-5793-7133（平日、午前10時～午後5時） FAX：03-5793-7132へ。同大学ウェブからも応募できます。









七夕まつり市民ボランティア



　7月5日（金）～7日（日）に開催する湘南ひらつか七夕まつりで、ボランティアをしませんか。

　クリーン・イベント・七夕飾り・観光案内（次写真）の各ボランティア。16歳以上の方。詳しくは、七夕まつりウェブをご覧ください。

募：七夕まつりウェブなどにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、5月31日（金）までに、〒254-8686豊原町2-14豊原分庁舎2号館1階の商業観光課　電話：0463-35-8107　FAX：35-8125　メール：shokan@へ。

[image: 七夕まつり市民ボランティア]






































[image: 友好都市 花巻市の小学生と交流しませんか]


①ホームステイ交流

　岩手県花巻市の小学生と平塚の海で遊んだり、市内を見学したりして湘南の夏を一緒に楽しみます。花巻市への訪問では、北国の冬や花巻発祥のわんこそばを体験します。

　花巻市の小学生の受け入れと、花巻市への訪問ができる家庭の小学校5・6年生、6人（抽選）。受け入れは7月27日（土）～29日（月）。訪問は平成26年1月11日（土）～13日（祝）。1万円（訪問時の交通費）。




②少年少女交流キャンプ

　花巻市にある「平塚・花巻交流の森」を訪れ、同市のもう一つの友好都市である青森県十和田市と花巻市の小学校5・6年生とキャンプなどをします。

　8月4日（日）～6日（火）、2泊3日。平塚市内在住の小学校5・6年生の男女各9人（抽選）。2万1,000 円。




募：市内の小学校で配る申込書を郵送で、6月3日（月）までに、〒254-0031天沼7-8文化・交流課　電話：0463-25-2520へ。市ウェブからも応募できます。昨年参加した方や、①と②の両方の参加はできません。






[image: 囲碁を覚えて、大会で腕を磨こう]


①イブニング囲碁入門教室

　6月26日～9月25日の水曜日、全12回、午後6時30分～8時30分。市民センター。日程の6割以上に参加できる、囲碁を全く知らない、または最初から覚え直したい方、20人（先着順）。5000円（高校生以下2500円）。




②七夕子ども囲碁大会

　7月6日（土）午前9時45分から。勤労会館。平塚市・大磯町・二宮町に在住・在学の中学生以下の方。1000円。




③七夕囲碁大会

　段級位により、4種目あります。7月7日（日）午前9時45分から。勤労会館。208人（先着順）。一般2500円、高校生以下1200円。




募：①は必要事項・年齢を電話で②は必要事項・年齢・学校名・学年・段級位・子ども囲碁教室に通っている方は教室名をはがきで③は必要事項・年齢・段級位・種目を往復はがきで、②③は6月25日（火）までに、〒254-0045見附町15-1文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。






お知らせ


都市計画の変更原案の説明会

　久領堤に計画している、小波（さざなみ）公園について説明します。

　5月25日（土）午後2時～4時。湘南バンク港ベイサイドホール（夕陽ケ丘66-1）。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



特設人権相談所を開設

　人権問題や日常生活での心配事などを、人権擁護委員に相談できます。

　6月4日（火）午後1時～4時（受け付けは午後3時まで）。東附属庁舎2階A会議室。

問：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9861



都市計画道路などの変更案を縦覧

　都市計画道路「上平塚花水川橋線」「平塚高校海岸線」と、関連する都市計画の変更案を縦覧します。

　6月4日（火）～18日（火）。本庁舎4階まちづくり政策課。期間中には意見の提出もできます。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



まちぐるみ大清掃

　「ごみのないきれいなまち　ひらつか」を目指し、ごみは「拾うより捨てない」姿勢を心掛けましょう。

　5月26日（日）午前8時開始。雨天の場合は6月2日（日）に延期。2日も雨天の場合は中止。延期などのお知らせはFM湘南ナパサ（78.3メガヘルツ）で、当日の午前7時～7時15分に放送します。

問：循環型社会推進課　電話：内線2120



国際交流フェスティバル

　各国料理の模擬店、野外ステージでの音楽やダンスを楽しみませんか。

　6月2日（日）午前10時～午後3時。荒天中止。総合公園。

問：文化・交流課　電話：0463-25-2520


[image: 各国料理の模擬店]

各国料理の屋台が並びます


湘南百番寄席

　7月20日（土）午後5時30分開演。平塚ラスカ6階ラスカホール（宝町1-1）。出演は滝川鯉昇（たきがわりしょう）、入船亭扇遊（いりふねていせんゆう）。全席自由。前売り2500円・当日3000円。

　チケットは5月19日（日）午前10時から、市民センターなどで販売します。

問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237



フラワーシティ

　地元で生産された洋ランやバラ、鉢花など、色鮮やかな花の展示・即売をします。

　5月30日（木）～6月4日（火）、午前10時～午後6時30分（6月4日は午後3時まで）。市民プラザ。

問：農水産課　電話：0463-35-8103



魚まつり朝市

　新鮮な魚や地元で作られた干物の販売などのほか、マグロの解体を実演します。また、400食分の漁師鍋を無料で配ります。

　6月2日（日）午前7時から（売り切れ次第終了）。荒天の場合は9日（日）に延期。水産物地方卸売市場（千石河岸28-11）。

問：農水産課　電話：0463-21-2066



自転車も交通ルールを守って正しく乗ろう

　5月は自転車マナーアップ強化月間です。昨年、市内で起きた交通事故は1504件で、そのうち405件が自転車事故でした。新生活を充実させるために、自転車の安全利用を再確認しましょう。

問：交通政策課　電話：0463-21-9840



まちの景観パネル展

　6月1日は「景観の日」です。市や市民団体の景観への取り組みを紹介します。

　5月27日（月）～31日（金）、午前8時30分～午後5時（27日は午前10時から、31日は午後4時30分まで）。本庁舎1階市民ホール。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781


[image: まちの景観パネル展]

地域で活躍する団体も紹介します


食と食育を考える集い

　6月1日（土）午後1時30分～4時30分。平塚ラスカ6階ラスカホール（宝町1-1）。300人（当日先着順）。

問：山下小学校給食室　電話：0463-34-4769



ファミリー劇場影絵

　「やさしいライオン」などを上演します。

　7月24日（水）午後2時開演。市民センター。全席自由。大人1000円・中学生以下500円。

　チケットは5月25日（土）午前10時から、市民センターなどで販売します。電話予約は同日から、文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課で受け付けます。

問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32-2237



市県民税の証明書の発行日

　25年度の課税証明書は6月3日（月）から、発行します。

問：固定資産税課　電話：0463-21-8768






[image: 初夏の風に吹かれて　ポピーの摘み取り]


　ポピーが見頃を迎えます。鑑賞時期の締めくくりに、摘み取りイベントをします。

　6月1日（土）午前10時～午後3時。雨天中止。馬入・光と風の花づつみ（相模川河川敷）。はさみ・花を持ち帰るための新聞紙など。汚れてもよい靴・服装で。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852

[image: 馬入・光と風の花づつみ（相模川河川敷）]





健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


転倒骨折予防教室

　高齢者に多い転倒による骨折を防ぐため、ストレッチなどをします（次写真）。年度内に3回まで応募できます。

　市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方、各15人（先着順）。運動着・タオル・飲み物。

　①6月7日～7月19日の金曜日、全7回、午前10時～11時30分。レオ平塚（平塚5-22-18）②6月13日～8月1日の木曜日、全7回、午後1時30分～3時。岡崎公民館（岡崎3634）③6月13日～7月25日の木曜日、全7回、午後1時30分～3時。東部福祉会館白寿荘（大神2885-3）。

募：①はレオ平塚　電話：0463-34-3575②は河合楽器製作所　電話：045-321-4644③は福祉会館　電話：0463-33-2333へ。

[image: 転倒骨折予防教室]



日赤救急法講習会

　①②は講習会終了後、検定試験があります。抽選。

①救急法基礎講習会　6月9日（日）正午～午後4時。中央公民館。中学生を除く15歳以上の方、20人。1500円。

②健康生活支援講習支援員の養成講習会　6月8日（土）・9日（日）、全2回、午前9時30分～午後4時30分（9日は午後5時まで）。福祉会館。中学生を除く15歳以上の方、20人。1000円。

③健康生活支援講習支援員の資格継続研修　6月8日（土）正午～午後4時。福祉会館。健康生活支援講習支援員の資格を持ち、認定の有効期限が1年未満の方、10人。500円。

募：講習会名・実施日時・必要事項・生年月日を、①②ははがきで③は赤十字健康生活支援講習支援員の認定証の写しを同封し郵送で、5月28日（火）までに、福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。



保育ボランティア入門講座

　乳幼児の特性などについて学びます。

　6月24日（月）、7月1日（月）、全2回、午前10時～正午。福祉会館。市内在住・在勤・在学の方30人（先着順）。

募：電話または直接、福祉会館　電話：0463-33-0007へ。



くすの木体操講習会

　6月7日（金）午後1時30分～3時。南部福祉会館（袖ケ浜20-1）。飲み物・ハンドタオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



認知症サポーターの養成講習会

　認知症についての知識と対応方法を学び、認知症への理解を深めませんか。

　6月14日（金）午後1時30分～3時。旭南公民館（山下1096-1）。市内在住・在勤の方30人（先着順）。

募：高齢者よろず相談センターあさひ　電話：0463-31-4932

[image: 動画を見る]




良い姿勢で歩く講座

　6月17日（月）午後1時30分～3時。大原公民館（大原1-15）。飲み物・タオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



たばこと健康展

　5月31日は世界禁煙デーです。たばこに関する情報をパネルで紹介します。

　5月21日（火）～6月21日（金）、午前8時30分～午後5時（6月21日は午後3時まで）。保健センター。

問：健康課　電話：0463-55-2111



家族介護教室

　認知症の介護についての講話や、同じ悩みを抱える家族との交流などをします。

　6月18日（火）午前10時～正午。ニチイ学館平塚教室（宝町3-1平塚MNビル2階）。市内在住・在勤で市内の高齢者を介護している方15人（先着順）。

募：午前9時以降に、ニチイ学館平塚支店　電話：0463-25-6682へ。



25年度の通知書を送ります

　6月に送ります。詳しくはお問い合わせください。

①国民健康保険税　税率は24年度と同じです。会社都合などで失業した方は、軽減される場合があります。

②介護保険料　災害で損害を受けた方などは、保険料額や利用者負担額が軽減される場合があります。

問：①は保険年金課　電話：0463-21-8775②は介護保険課　電話：0463-21-8790



健康ウオーキング

　平塚八景に選ばれている霧降りの滝や松岩寺、妙覚寺などを歩きます。

　6月11日（火）午前9時15分～午後0時30分。受け付けは午前9時から。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は12日（水）に延期、12日も50パーセント以上の場合は中止。吉沢公民館（上吉沢395）集合・解散。飲み物・タオル・帽子。お持ちの方は歩数計。約7.5キロメートル。

問：健康課　電話：0463-55-2111



[image: 霧降りの滝]

新緑に包まれた霧降りの滝周辺を散策






[image: 健診で体調管理を]


　生活習慣病予防などの健康診査です。6月1日（土）～平成26年2月28日（金）。実施医療機関に直接、お申し込みください。①②⑤は5月末に郵送するお知らせをご覧ください。①③④⑤は平成26年3月31日時点の年齢です。

①平塚市こくほの健診（特定健康診査）　心電図検査と貧血検査が受診できるようになりました。40歳以上の国民健康保険の被保険者。500円。受診券・健康保険証。

②後期高齢者健康診査　後期高齢者医療制度の被保険者。健康保険証。無料。

③生活保護受給者らの健康診査　生活保護や中国残留邦人等支援給付を受けていて、健康保険に加入していない40歳以上の方。生活保護受給者証・中国残留邦人等支援給付の方は本人確認証。無料。

④肝炎ウイルス検診　40歳以上で、肝炎ウイルスの検査を受けたことがない方。健康保険証。1,200円（市民税非課税世帯の方らは免除）。

⑤成人歯科検診　40・50・60・70歳の方。対象者には5月末に、通知を送ります。受診券。1,000円。

問：①は保険年金課　電話：0463-21-8776②～⑤は健康課　電話：0463-55-2111へ。







[image: 子どもの健康　6月]


　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



◆育児相談　5日・12日・19日の水曜日、午前9時30分～10時30分。



◆母親父親教室　家族の方も参加できます。

★プレママ＆パパ　クッキング教室（予約制）

　8日（土）午前10時30分～午後0時30分。妊娠中の方。

★妊娠中の過ごし方など

　8日（土）午後1時30分～3時30分。妊娠中の方。

★お産の進み方と産後の過ごし方など

　17日（月）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方。

★赤ちゃんのお風呂、妊婦体験

　28日（金）午後1時30分～3時30分。妊娠8カ月以降の方。



◆乳児の個別健康診査　実施医療機関に直接、お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターで配っています。


◆歯科健康診査（予約制）　12日（水）午後1時～2時30分。27日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。


◆すくすく子育て教室（予約制）　19日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。育児や赤ちゃんの病気など。ブックスタートも同時開催します。


◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）　11日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。


◆離乳食教室（予約制）

★5～6カ月児

　26日（水）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児

　7日（金）・28日（金）、午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児

　14日（金）午前10時30分～11時30分。












[image: 市の公式ウェブにバナー広告を掲載しませんか]


　1カ月当たり約40万件のアクセスがある市の公式ウェブサイトに、バナー広告を掲載しませんか。

　14枠。月額1枠当たり3万円。継続割引もあります。年度をまたがない場合は継続6カ月以上で、月額1枠当たり2万7,000円。バナー画像は広告主が作成し、作成経費などは自己負担です。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761や市ウェブにある申込書を、郵送または直接、同課へ。






スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


ひらつか サン・ライフアリーナの開放日

　6月18日（火）午前9時～午後5時。卓球・バドミントンなど。アリーナ半面。用具などはお持ちください。

問：馬入ふれあい公園管理事務所　電話：0463-25-0011



市少年野球大会

　7月26日（金）～8月3日（土）。大神スポーツ広場（大神3450）・平塚球場。

　①小学生学童の部②小学生ジュニアの部（1～4年生）③中学生の部。市内の各学校通学区域内に在住・在学の小・中学生。1チーム5000円。

募：6月7日（金）までに市ウェブにある申込書を、13日（木）までに選手登録書・選手登録小票・集合写真をメールで、スポーツ課　電話：0463-31-3060　メール：sports@へ。

[image: 動画を見る]




イースタン・リーグ公式戦

　横浜DeNAベイスターズ-千葉ロッテマリーンズ。

　5月30日（木）午後6時開始。平塚球場。

　チケットは当日券のみ。大人1000円、高校生500円、小・中学生300円。市内在住・在学の小学生は、ドリームパスポート持参で無料に。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



首都大学野球　春季リーグ戦

　平塚球場。5月25日（土）午前10時30分、東海大-帝京大。午後1時、筑波大-日体大。26日（日）午前10時30分、日体大-筑波大。午後1時、帝京大-東海大。

　チケットは当日券のみ。大人1000円、大学生・高校生・中学生500円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233






お知らせ掲示板



[image: ]YES，愛DO！ 音楽祭

　障がい者との触れ合いを目的とした音楽祭です。

　5月26日（日）午後0時40分～4時。総合体育館。

問：平塚なでしこライオンズクラブ　電話：0463-35-6234




[image: ]レディース　フォトサークル創立30周年写真展

　女性ならではの視点から撮り続けた作品展です。

　5月21日（火）～26日（日）、午前9時30分～午後4時30分（21日は午後1時から、26日は午後4時まで）。美術館。

問：レディース　フォトサークルの笹尾　電話：0463-23-8929




[image: ]第10回湘南画游（がゆう）水彩画展

　平塚近郊の水彩画愛好家の作品を展示します。

　5月21日（火）～26日（日）、午前9時30分～午後4時30分（21日は午後1時から）。美術館。

問：湘南画游の本郷　電話：0463-34-7702




[image: ]八幡山の洋館サロンコンサート

　マリンバ・ピアノ・混声合唱・テノールなどのコンサートです。

　5月26日（日）午後2時～4時。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。　

問：真澄会の芦川　電話：0463-24-7295




[image: ]インクルーシブアート展

　大人・子ども・プロ・アマなどを問わず、さまざまな作品を展示します。

　6月1日（土）～8日（土）、午前11時～午後5時（8日は午後4時まで）。元麻布ギャラリー平塚（明石町1-1）

問：上原夢　電話：0463-22-4446




[image: ]彩湘・彩和会展

　水彩・油彩画展です。

　6月4日（火）～9日（日）、午前9時30分～午後4時50分（4日は午後1時から、9日は午後4時まで）。美術館。

問：彩湘会の吉川　電話：0463-32-0629




[image: ]竹遊会竹芸展

　竹工芸作品の展示など。

　6月6日（木）～11日（火）、午前10時～午後6時30分（11日は午後1時まで）。市民プラザ。

問：竹遊会の永田　電話：0463-32-5472




[image: ]平塚ウインドオーケストラ　定期演奏会

　「マードックからの最後の手紙」「日本民謡組曲〝わらべ唄〟」などを演奏します。

　6月16日（日）午後2時開演。市民センター。当日券700円、前売り券500円、中学生以下無料。

問：平塚ウインドオーケストラの渡邉（わたなべ）　電話：080-3099-5929（午後7時～10時）




[image: ]湘南白秋まつり

　北原白秋の「平塚音頭」「平塚小唄」の紹介などをします。

　6月13日（木）～18日（火）、午前10時～午後6時（18日は午後3時まで）。市民プラザ。

問：湘南平塚白秋の会の古賀　電話：080-3426-0950




[image: ]湘南市民美術展

　公募による、さまざまなジャンルの絵画・立体作品を展示します。

　6月18日（火）～22日（土）、午前9時30分～午後4時50分（18日は午後1時から、22日は午後4時まで）。美術館。

問：湘南市民美術会の穐本（あきもと）　電話：0463-32-7837





利用方法

　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。団体・講座・教室などの会員や受講者の募集などは対象外です。

　掲載対象は市内で活動する個人または団体です。申込者または申込団体の代表者が市内在住に限ります。

募：本庁舎3階の秘書広報課　電話：0463-21-8761　FAX：21-9613　メール：kohohira@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。






[image: まちの話題写真リポート]



広がりや発展に期待

　第10回公益信託ひらつか市民活動ファンドの活動報告会が、4月20日に開かれました。市民活動を資金面で応援するこのファンド。平成24年度は10団体が助成を受けました。

　会場は開設10周年を迎えた市民活動センター。参加者からは市民活動の広がりや発展に期待する声が聞かれました。

[image: 活動報告会]






大切な家族だから

　市では毎年4月、市に登録している犬を対象に狂犬病の集合注射をしています。

　今年は35の会場で、2,021頭が予防注射を受けました。

[image: 狂犬病の集合注射]






花と緑のまちづくり

　4月28日と29日、総合公園で第40回緑化まつりが開催されました。

　野外ステージや平塚のはらっぱでのイベント、植木市などに5万5000人が来場。高浜台の寺田喜代子さんは「たくさんの花があり、すてきな色の花を見つけました。多くの人が集まり、市の活気を感じますね」と笑顔で語ってくれました。

　29日には、モジャ博士のびっくりサイエンスショーが開かれ、多くの子どもたちが科学の実験を楽しみました。

[image: 第40回緑化まつり]

[image: モジャ博士のびっくりサイエンスショー]





体験して発見

　5月6日、博物館でこどもフェスタが開かれ、博物館の舞台裏を探検するツアーや縄文時代の火起こしなど日常ではなかなかできない体験をしました。

　ワラから縄作りを父親と体験した横内の藤田彩佳さん（小学校3年生・次上写真右）は「しっかりとした縄を作るのは難しかった。昔の人の大変さを感じました」と話してくれました。また、洗濯板を使って洗濯に挑戦した西八幡の武井和奏（わかな）さん（小学校1年生・次下写真）は「お母さんみたいになれたかな」とにっこり。子どもたちは、たくさんの発見ができました。

[image: 藤田彩佳さん]

[image: 武井和奏（わかな）さん]






天高く上がれ

　5月3日～5日、横内でたこ揚げ大会が行われました。家紋だこや江戸だこ、武者絵のたこなどが元気に空を泳ぎました。

[image: 家紋だこや江戸だこ、武者絵のたこなど]

[image: 家紋だこや江戸だこ、武者絵のたこなど]






親子で野菜づくり

　4月27日、農の体験・交流館で親子野菜づくり体験教室が開かれ、4組の親子が参加しました。

　カボチャやトウモロコシ、エダマメを植え付け、約3カ月後に収穫します。

　父親と参加した高﨑茉実（たかさきまみ）さん（小学校4年生・次写真左）は「苗や種がどれだけ成長するか楽しみ」と笑顔で話してくれました。

[image: 父親と参加した高﨑茉実（たかさきまみ）さん]






市長こらむ


発電も始めます



　平塚市・大磯町・二宮町は協定に基づき、役割を分担して、ごみ処理広域化を進めています。その一環として、可燃ごみを安全に安定的に、そして効率的に処理するため、次期環境事業センターを大神に建設しています。7月には試運転を始め、10月から平塚市と大磯町の可燃ごみを焼却処理する予定です。

　建設費は約114億円。広域施設としているため約45億円は国・県の補助で、約12億円は大磯町と二宮町の負担で賄われます。また、完成後は20年間、民間事業者が運営します。

　場所は現在の環境事業センターの西側で、地上6階、地下1階建て。煙突の高さは、現在のセンターと同じ80メートルです。高度排ガス処理システムを採用し、現在の焼却炉や法規制値に比べ、さらに厳しい排ガス保障値を設定。よりクリーンな処理を進めます。

　新たに導入するのは、ごみの焼却熱を利用した発電装置です。発電規模は最大5900キロワットで、1世帯当たりの1カ月電力使用量を400キロワット時と仮定すると、約1万世帯分に相当します。この電力は新センターで使い、余った分は売電します。

　もう一つは、焼却灰を全量、外部で資源化することです。埋め立て余地が少なくなっている遠藤原最終処分場には、持ち込みません。

　環境事業センターが新しくなっても、ごみの分別と減量化は不可欠です。特に、生ごみの水切りを「もう一絞り」していただければ、効率的な運搬や焼却、そして発電につながり、予算もより有効に使えます。

　引き続き、ごみの減量化、資源化に皆さまのご協力をお願いいたします。




[image: 発電も始めます]




発電装置の前で説明を受けました






平塚市長


[image: 落合克宏氏　氏名]






[image: 減災ノ